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研究成果の概要（和文）：学会と協働して日本の数学教育を国際的に発信するための基盤整備に取り組んだ．海
外の研究者を招聘し学会での一連のシンポジウムを開催するとともに，日本の数学教育を記述する枠組みについ
て検討した．その結果，わが国の数学教育を反省的に記述する枠組みとして「カリキュラム」「授業づくり」
「教員養成・教員研修」「価値観」という観点を抽出することができた．また，日本の数学教育を国際的に発信
するために，英語による出版準備（原稿作成と英語翻訳）を行った．

研究成果の概要（英文）：We focused on the development of the infrastructure to disseminate Japanese 
mathematics education internationally in collaboration with JASME. We invited overseas researchers 
to hold a series of symposiums at JASME and examined the framework to describe mathematics education
 in Japan.  As a result, we were able to extract the viewpoints of “curriculum”, “lesson”, “
teacher training”, “values” as a framework describing Japanese mathematics education 
reflectively. Also, in order to disseminate Japanese mathematics education internationally, we 
prepared manuscripts based on the framework and translated them to publish in English.

研究分野：数学教育

キーワード： 日本型数学教育　国際的発信　全国数学教育学会

  ２版
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１．研究開始当初の背景 
授業研究を巡って展開される日本の数学教
育の実際は海外の多くの数学教育研究者，実
践者から注目されている．しかし，日本の数
学教育を海外に向けて発信しようとする試
みは内から外に向けての一方向的な取り組
みになりがちであり事例的・個別的な解説に
終始する傾向があった． 
２．研究の目的 
日本の数学教育研究者と世界的視野に立ち
数学教育の第一線で活躍している海外アド
バイザーとによる協働的な学会の取り組み
を通して，日本の数学教育と国際的視野から
見た数学教育とを相互参照的に批判検討す
ることを通して日本の数学教育を記述する
枠組みを構築し，その上で数学教育の国際的
発信を目指した基盤研究を行う． 
３．研究の方法 
上述した研究目的を達成するために以下の
事柄に取り組む． 
（１）海外に向けて発信されている日本の数
学教育および海外の数学教育研究者によっ
て参照されている日本の数学教育に関する
関連論文について検討する．（２）海外のア
ドバイザーとの協働研究等を通して日本の
数学教育を反省的に記述する枠組みを検討
する．（３）構築した枠組みに基づき国際発
信に向けた準備（原稿作成及び翻訳）を行う． 
４．研究成果 
学会と協働して日本の数学教育を国際的に
発信するための基盤整備に取り組んだ．海外
の研究者を招聘し一連のシンポジウムを開
催するとともに，日本の数学教育を記述する
枠組みについて検討した．その結果，わが国
の数学教育を反省的に記述する枠組みとし
て「カリキュラム」「授業づくり」「教員養成・
教員研修」「価値観」という観点を抽出する
ことができた．また，日本の数学教育を国際
的に発信するために，英語による出版準備
（原稿作成と英語翻訳）を行った． 
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